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第7回学術集会にご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。

また、開催にあたりご尽力くださったスタッフの皆様に心より感謝申し上げます。

 私も企画委員として関わらせていただきましたが、林綾野学術集会長の熱い想いが

込められた企画や講師の人選、企業への働きかけなど、細部にまで心配りの行き

届いた素晴らしい学術集会でした。

 日本リウマチ看護学会は、リウマチ・膠原病患者さんの幸せと看護の質・実践能

力の向上を願う看護職が集まり活動している学会です。設立から7年を迎え、年々

活動が充実し、着実にバージョンアップしていることを感じています。

 広報活動では、新井由美子委員長を中心に、FacebookやInstagram、そしてこの

ニュースレターを通して、学会のさまざまな情報を積極的に発信してくださってい

ます。

学会の活動を身近に感じていただけることを、大変心強く思っています。

 各委員会が企画する研修会も、ますます活発になっています。会員の皆様が無料で

参加できる研修会や、気軽に参加しやすいオンライン企画も数多くあります。ぜひ

積極的にご参加いただき、日々の看護実践や学びにお役立てください。

 これからも、会員の皆様と一緒に、日本リウマチ看護学会を楽しく、そしてさらに

魅力ある学会へと育てていきたいと思います。今後とも、どうぞよろしくお願いい

たします。

第７回日本リウマチ看護学会学術集会が開催されました。

神崎初美理事長

「つながる看護、広がる未来 ～多職種と共に築くリウマチ看護～」をテーマ

に、第7回日本リウマチ看護学会学術集会を開催いたしました。リウマチ・

膠原病診療が進歩する一方で、患者さんが抱える課題は多様化しており、

その支援には多職種による連携がますます重要となっています。

本学術集会では、医師・看護師・薬剤師・理学療法士など、

それぞれの立場から日々の実践や工夫が共有され、職種や施設を越えた活発

な交流が行われました。

本学術集会が、参加者一人ひとりにとって新たな学びや気づき、

そして新たな「つながり」を育む機会となり、今後のリウマチ看護のさらな

る発展につながることを願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 第7回大会長 

林 綾野

理事長挨拶



やっぱり学会は、うれしい！たのしい！だいすき！

第7回日本リウマチ看護学会学術集会に、企画委員・受付リーダーとして

参加しました。大会運営に携わりながら、全国の仲間と再会し、多くの学びと刺激

をいただいた2日間でした。学会では、腸内細菌叢とリウマチの関係や高齢化するリ

ウマチ診療、更年期と関節症状、多職種連携など、明日からの看護に活かせる内容

が満載。さらに、ピラティス体験や、元ディズニーキャストによる人材育成講演で

は、患者さんへの関わり方やスタッフ育成について改めて考える機会となりました。

やっぱり学会は、知識だけでなく、人とのつながりや新しい視点に出会える大切な場

所だと実感しました。詳しい参加レポートは、ぜひQRコードからご覧ください。
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石坂秀巳先生には、ディズニーランドで培われた経験をもとに、笑顔で働ける職場づくりに

ついてご講演いただきました。講演では、参加者同士で「笑顔の素敵なところ」を伝え合う

ワークも行われ、褒められた側は否定せずに受け取ることの大切さを体感しました。

「接客はマニュアルではなく、自ら考えて行動すること」「ゲストに楽しんでいただくという

シンプルなゴールを共有すること」「相手に心を寄せ、その人に合った言葉を選ぶこと」な

ど、多くの学びがありました。

「平等より公平」「相手の良いところを見つけられないようでは指導する権利はない」という

言葉は、患者さんへの対応や多職種連携、人材育成にも通じる内容であり、日々の実践につ

ながる有意義な講演となりました。

ディスニーランドが教えてくれたみんなが笑顔で働ける習慣

講師：石坂秀巳先生（接客向上委員会＆PEACE）

A特派員による学会レポート＊
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石坂先生の著書講演中の様子



総合評価　大変良かった　　８３.９％

　　　　　良かった　　　　１６.１％
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全員が満足したプログラム構成

親睦会
学会1日目終了後には「親睦会」が開催されました。

名刺交換会やじゃんけん大会も行われ、会場は終始笑顔に包まれ参加者同士の交

流を深める貴重な時間となりました。

プログラムの総合評価（アンケート結果）



委員会活動②教育委員会　2026年3月15日（日）

名古屋学芸大学名城前医療キャンパスにて看護研究研修会を開催しました。

少人数ならではの特徴を生かして、臨床での疑問を研究疑問へ発展させる方法について講

義と演習を行いました。

講義では「研究たんさくMAP」を用いて研究の進め方を学び、演習では医中誌による文献

検索を実践しました。

参加者からは「研究への取り組み方が分かり前向きになれた」「継続開催を希望する」「時

間を延長してほしい」などの声が寄せられ、今後の研修会の充実につながる有意義な機会

となりました。
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フットケア委員会企画「グループディスカッション＆フッ

トケア講義」を開催しました。 グループディスカッション

では、リウマチ患者のフットケアにおける実施時間の確保

や手技への不安、診療報酬上の課題などを共有し、各施設

での取り組みについて活発な意見交換が行われました。

講義では、鯨岡百合香先生、田辺三矢子先生より改善事例

をご紹介いただき、「まずは足を清潔に保つことの大切さを

伝えることが重要」とのメッセージをいただき、日常診療

に生かせる多くの学びを得る機会となりました。

今回のフットケアの講師の先生をお招きし

2026年11月28日

フットケア委員会主催フットケアセミナーします。

委員会活動①フットケア委員会

11月２8日（土）開催予定

講師
佐藤由佳 　名古屋学芸大学
看護学部
平井孝次郎　川崎市立大学 看護学部
井上満代 　　兵庫医科大学
看護学部
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看護研究研修会

https://jsrn.jp/activity/file/3da0aa611188fda165c6957bef624e52037fee85.pdf
https://jsrn.jp/activity/file/3da0aa611188fda165c6957bef624e52037fee85.pdf


委員会活動④妊娠と出産委員会
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関節リウマチ患者様に行う「化粧療法」は単にメイクやおしゃれ指導ではなく、巧緻性や把持や

可動域などの上肢機能、疼痛や疲労への対処、心理的な効果を目指すものです。講師のこれまでの

臨床でのご経験を元に、エビデンスも示していただきながら、みなさんが明日からのRA診療で役

に立つ様々なお話をお聴きすることができました。

詳細はこちら　↓

https://jsrn.jp/activity-rehabilitation/2026/2026_0331_000201.html

「化粧療法（メイクセラピー）」3月7日開催

創 刊 号
委員会活動③看護・リハビリ委員会

リウマチ・膠原病患者さんのプレコンセプションケア（妊娠前の健康管理）に取り組んでお

り、この度「患者さん向けの冊子」が完成いたしました。今後は本冊子を臨床現場で活用

し、患者さんの妊孕性や妊娠・出産に関するリテラシー向上の影響調査を進める予定です。会

員の皆様には調査や研修会に向けたアンケートへのご協力をお願い申し上げます。

慢性疾患患者さんにとって、治療方針の調整や疾患活動性の安定、安全な薬剤選択などの事

前準備は非常に重要です。妊娠を望む・望まないに関わらず、正しい知識を得ることは患者さ

んのリプロダクティブヘルス・ライツ（生殖に関する権利）を守ることに直結します。共に支

援を深めてまいりましょう。

お役立ち動画集

①朝のこわばり解消 ③変形を予防する家事動作②リウマチ体操
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リウマチ看護の輪を拡げ共にリウマチ・膠原病看護の発展を

推進して行きませんか？

一人でも多くのリウマチ膠原病患者さんにより良い看護を提供す

ることができるよう看護実践能力の向上を目指して

行きましょう。

→学会に関する情報は「日本リウマチ看護学会」で検索、

もしくはQRコードから公式ホームページをご覧ください。

FACEBOOK 公式LINE　 INSTGRAM

JSRN News

https://jsrn.jp/

第8回　岡山開催決定！ 2027年6月19・20日

日本リウマチ看護学会への入会のご案内

広報委員会より

公式ホームページ　 

このたび、「日本リウマチ看護学会ニュースペーパー」
創刊号をお届けします。
広報委員会では、学術集会や委員会活動、会員の皆さまの
取り組みなどを、より身近に、わかりやすくお伝えしたい
という思いから、本ニュースペーパーを企画しました。学
会は、学びの場であると同時に、人と人がつながり、新た
な出会いや気づきが生まれる場でもあります。このニュー
スペーパーが、学会の魅力や活動をお伝えする架け橋とな
り、会員の皆さま同士をつなぐ一助となれば幸いです。今
後も親しみやすい情報発信に努めてまいります。ご意見や
掲載してほしい話題などがございましたら、ぜひお寄せく
ださい。　　　　　　　　　　　　編集後記　　横山　里子
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